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自
主
防
災

～
守
り
た
い
　
私
た
ち
の
住
む
地
域
～

特
集

　

近
年
、
大
型
台
風
や
集
中
豪
雨
、

大
規
模
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、
各
地
に
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
内
で
も
、
昨
年
７
月
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
尊
い
命
や
貴

重
な
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
署
な
ど
の
防
災
機
関
だ

け
で
は
、
充
分
な
対
応
が
で
き
な

い
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
住
民
が
一
致

協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
こ
と
で
有
効
な
対
策
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
自
主
防

災
組
織
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救

出
さ
れ
た
人
た
ち
の
約
６
割
が
、

家
族
や
近
所
の
人
々
に
よ
り
救
出

さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
自

主
的
な
住
民
組
織
の
有
効
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
、
自
分
の
力
で
移
動

が
困
難
な
人
、
薬
や
医
療
装
置
が

な
い
と
生
活
で
き
な
い
人
、
理
解

や
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
り
時
間

が
か
か
っ
た
り
す
る
人
な
ど
、
災

害
時
に
支
援
が
必
要
な
要
援
護
者

も
い
ま
す
。

　

互
い
に
協
力
し
合
い
、
地
域
で

一
丸
と
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
災
害
時
、
自
分
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
、
近
所
の
人
、

何
気
な
く
地
域
で
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
人
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の

尊
い
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

   自主防災組織って
　　どんな組織？
　自主防災組織は、地域住

民が自主的に連帯して、防

災活動を行う組織のことを

言います。

　具体的には、平常時に防

災訓練や広報活動、災害時

には初期消火、救出救護、

集団避難、避難所への給

水・給食などの活動を行い

ます。

　自主防災組織は、地域の

住民が組織結成に合意し、

規約、組織、活動内容を定

めることで成立します。

１

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
が

災
害
時
の
有
効
な
対
策
に

住
み
よ
さ
実
感
　
瀬
戸
内
交
流
文
化
都
市
　
た
け
は
ら
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す
。
訓
練
は
、「
防
災
マ
ッ
プ
」と
「
生

活
避
難
場
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

確
認
し
な
が
ら
実
施
し
、
参
加
者
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
訓
練
に
参

加
し
や
す
い
よ
う
、
工
夫
も
凝
ら

し
て
い
ま
す
。
楽
し
め
る
内
容
に

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得

て
、
体
制
を
整
え
る
の
に
、
５
年

か
か
り
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織

は
ゆ
っ
く
り
と
育
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

も
重
要
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
行
事
な
ど
で
地
域
住
民
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
を

積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、

防
災
活
動
の
一
環
に
な
り
ま
す
。

２

専
門
家
や
先
進
地
域
か
ら
自
主

防
災
に
つ
い
て
学
ぶ

　

災
害
時
、
危
険
に
な
る
前
に
自

主
的
に
避
難
を
す
る
こ
と
を
自
主

避
難
と
言
い
ま
す
。
自
主
避
難
で
大

切
な
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
地
域
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
災
害
に

備
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
主
避
難

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
万
全
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
災
害
に
備
え
て
地
域

が
連
携
し
、
防
災
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
訓
練
を
行
う
場
合
は
、

段
階
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
昼

間
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し
た
ら
、

　２月 19 日、勤労青少年ホームで第４回ふる

さと自慢交流大会が開催されました。

　忠海第３地区協働のまちづくりネットワーク

が取組みを発表した他、自主防災についての講

演会が行われました。

　なぜ自主防災が必要なのか。なぜ地域で一丸

となって取り組むことが大切なのか。

　今回、貴重なお話を聞くことができました。

先
進
地
の
リ
ー
ダ
ー
に
聞
く

　
　
　
　
　

広
島
市
自
主
防
災
会
連
合
会
会
長
　
原
田
　
照
美
さ
ん

　

広
島
市
安
佐
南
区
伴
地
区
で
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

自
主
防
災
会
連
合
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
広
島
で
起
こ
っ

た
平
成
11
年
６
月
29
日
の
豪
雨
災

害
に
よ
り
、
地
区
住
民
の
危
機
管

理
意
識
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、
行
政
や
他

団
体
と
の
連
絡
体
制
を
築
く
と
と

も
に
、「
避
難
計
画
」や
「
防
災
マ
ッ

プ
」
の
作
成
、
夜
間
宿
泊
訓
練
を

含
め
た
災
害
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
３

日
間
は
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
訓
練
も
市
が
中
心
で
は

な
く
、
地
域
の
主
導
で
行
っ
て
い
ま

防
災
の
専
門
家
に
聞
く

　
　
　
　
　
　

減
災
塾
塾
長
　
籠
田
　
純
士
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
元
自
衛
官
／
元
広
島
県
危
機
管
理
対
策
監
）

２
回
目
は
自
分
の
家
か
ら
避
難
所

に
避
難
す
る
訓
練
、
３
回
目
は
、
夜

に
訓
練
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
。

　

自
主
避
難
準
備
・
避
難
に
要
す
る

時
間
は
、
状
況
で
変
わ
る
た
め
、
そ

れ
ら
に
応
じ
た
訓
練
が
効
果
的
で
す
。

　

被
災
事
例
を
見
る
と
、
い
よ
い

よ
危
険
に
な
っ
て
慌
て
て
避
難
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
避
難
経
路
が
非
常
に
危
険

で
、
途
中
で
被
害
に
合
う
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

早
め
に
避
難
し
て
何
も
起
こ
ら
な

か
っ
た
ら
、
「
空
振
り
」
に
終
わ
っ

た
と
避
難
を
無
駄
に
感
じ
る
の
で
は

な
く
、
「
何
も
な
く
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
空
振
り
に

な
っ
て
も
、
早
め
の
避
難
が
大
切
な

の
で
す
。
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４

防
災
活
動
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係　

☎
22-

７
７
１
９

 田万里町自主防災会

会長　福田　敬
けいかん

完さん

田
万
里
町
で
自
主
防
災

組
織
が
設
立

　

田
万
町
で
は
、
平
成
19
年
４
月
、

田
万
里
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
後

５
年
間
の
重
点
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
自
主
防
災
組
織
の
設
立
」
と

「
防
災
マ
ッ
プ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
」
を
掲
げ
、
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
お
い
て
、
自
主
防
災

組
織
の
役
割
に
つ
い
て
話
し
合
う

中
で
、
「
協
議
会
と
は
別
に
、
災

害
に
特
化
し
た
専
門
組
織
を
立
ち

上
げ
よ
う
。
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

行
政
の
救
援
は
な
か
な
か
届
か
な

い
。
自
分
た
ち
で
地
域
を
守
る
た

め
に
は
、
実
際
に
動
け
る
体
制
を

築
か
な
け
れ
ば
。
」と
、
昨
年
12
月
、

田
万
里
町
自
主
防
災
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
、
住
民
140
人
が
集
ま

り
、
防
災
会
の
指
揮
命
令
系
統
を

機
能
さ
せ
る
た
め
の
防
災
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
限
り
の
訓
練
で
は
、
実

際
の
災
害
に
対
応
す
る
の
は
難
し

い
。
今
後
は
、
大
雨
情
報
が
出
さ

れ
た
際
に
は
、
空
振
り
に
終
わ
っ

て
も
よ
い
の
で
、
役
員
が
災
害
対

策
本
部
で
あ
る
公
民
館
に
集
ま

り
、
市
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

対
応
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　

地
域
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

情
報
を
行
政
に
提
供
し
た
り
、
避
難

場
所
で
の
宿
泊
や
給
食
な
ど
後
方

支
援
を
し
た
り
と
、
地
域
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
強
み
を
発
揮
し
、
市
と
連

携
し
な
が
ら
確
実
に
動
け
る
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
自
主
防
災
の
取
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す

３

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や

講
師
の
派
遣
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
を
検
討
し
て
い
る
団
体
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

設
立
に
当
た
っ
て
の
準
備
や

地
域
で
の
課
題
な
ど
、
市
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
関

す
る
先
進
地
の
事
例
や
、
自
主

防
災
の
専
門
的
な
知
識
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
く
講
師
の

派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
団
体
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
必
要
な
物
品
の

備
蓄
を
す
す
め
て
い
ま
す

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
発
災
後
３
日
間
は
、
平
常

時
の
経
路
に
よ
る
供
給
や
外
部

か
ら
の
支
援
が
困
難
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
間
の
食
料
・
飲

料
水
や
毛
布
等
の
生
活
に
必
要
な

物
資
の
備
蓄
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や
事
業
所
と
の
協

定
締
結
及
び
他
の
自
治
体
と
の
応

援
協
力
体
制
に
よ
り
、
確
保
対
策

に
努
め
て
い
ま
す
。

防
災
士
の
資
格
取
得
を
支

援
し
ま
す

　　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
様
々

な
場
で
減
災
と
防
災
力
向
上
の

活
動
を
す
る
た
め
に
、
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
も
つ
者

と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防

災
士
機
構
が
認
定
し
た
人
た
ち

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
に
は
、
研
修
を
受
け
、
防

災
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識

を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
防
災
士
の
資
格
取

得
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特集　自主防災～守りたい 私たちの住む地域～
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 　忠海第３地区協働のまちづくりネットワーク

事務局長　梨和　正幸さん　　会長　大本　貴志さん

忠
海
第
３
地
区
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
ふ
る
さ
と
自
慢
交
流
大

会
で
事
例
発
表

　

住
民
自
治
組
織
立
ち
上
げ
前
の

平
成
19
年
、
組
織
と
し
て
取
り
組
む

テ
ー
マ
を
検
討
す
る
た
め
、
一
人
１

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
テ
ー
マ
と
し
て
「
防

犯
」
、「
高
齢
者
支
援
」
を
希
望
す
る

声
が
多
く
、
ま
た
、
地
域
で
助
け
合

い
た
い
こ
と
と
し
て
、
「
災
害
時
の

避
難
・
救
出
」
が
挙
が
り
、
地
域
住

民
が
地
域
に
「
安
心
」
を
も
と
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
、

災
害
に
強
い
忠
海
第
３
地
区
を
目

指
す
こ
と
と
し
、
「
防
災
」
「
福
祉
・

交
流
」
「
防
犯
」
部
会
を
設
け
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
人
と
人
と

の
絆
を
深
め
、
安
心
で
き
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
住
民
自
治
組
織
設

立
の
検
討
を
始
め
て
か
ら
４
年
間

の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
や
っ
と
組

織
が
立
ち
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

防
災
部
会
で
は
、
今
年
度
、
防

災
マ
ッ
プ
の
試
案
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
実
際
に
ま
ち
を
歩

き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険
性
が

あ
る
箇
所
を
調
べ
、
消
火
器
や
防

火
水
槽
な
ど
の
設
備
も
確
認
。

　

活
動
後
、
「
地
域
に
備
え
付
け

の
消
火
器
が
少
な
い
」
「
防
火
水

槽
の
表
示
が
分
か
り
に
く
い
」
な

ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

今
後
は
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の

試
案
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
課

題
で
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
３

部
会
が
一
体
と
な
っ
て
動
け
る
体
制

づ
く
り
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

忠海第３地区協働のまちづくりネットワークの防災部会が

作成した防災マップ試案の一例

ふるさと自慢交流大会　参加者の声

　今後、防災マップについての調査研究を行ううえで、

作成の取組み事例などが特に参考になりました。マップ

には、炊き出しマークや防災時に使用する道具マークな

ど、細かい項目を記載していくのも良いと思いました。

　　　　　　竹原第１地区協働のまちづくりネットワーク会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中尾　泰美さん

　実際の災害を想定した訓練で、多くの住民が参加さ

れ、近所同士の協力体制ができあがったことに感心し

ました。訓練を実施するまでには、大変な時間と労力

がかかったことと思います。１つ１つの地道な積み重

ねが大切だと感じました。　　　　　　　　　　　

忠海第２地区住民自治組織設立準備委員　清水　貢さん

　

自
治
会
や
住
民
自
治
組
織

に
災
害
用
土
の
う
袋
を
支

給
し
て
い
ま
す

　　

市
で
は
、
梅
雨
や
台
風
へ
の

備
え
、
ま
た
は
自
主
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
土
の
う
づ
く
り
を

行
う
自
治
会
や
住
民
自
治
組
織

に
土
の
う
袋
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

希
望
す
る
団
体
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




